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第54号
平成30年
11月号

庁舎建設　16億円超え!!
注目すべき事業は！
みんなの声を活かします
8名の議員が町政を問う

P2

P4

P6

P7 町政を
問う

語る会

予算

議案
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敦
郎

松
元
　
勇
治
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崎
　
淳
子

後
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道
子

水
谷
　
俊
一

日
髙
　
孝
壽

大
坪
満
寿
子

持
留
　
秋
男

大
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保
孝
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木
佐
貫
徳
和

川
原
　
拓
郎

大
村
　
明
雄

予
　
　
　
　
算

平成 30 年度　一般会計補正予算 ( 第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度　一般会計補正予算 ( 第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度特別会計補正予算（全４件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条
例

南大隅町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準等を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

計
画 南大隅町過疎地域自立促進計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契
約

消防小型動力ポンプ付積載自動車購入契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

消防小型動力ポンプ付軽積載自動車購入契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
諮
問 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

私の判断 （○…賛成、×…反対）
※議長は裁決には加わりません。

庁舎整備事業費を 追加し
に!!

４億6千3百57万円
16億４千8百78万円

一般会計は 6 億 7 千８百 17 万円を追 加し、総額 74 億 1 千 8 百 43 万円に
　

９
月
会
議
は
、
11
日
か
ら
21
日
ま
で
の

11
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、

８
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

防
災
や
農
業
振
興
、
財
政
状
況
な
ど
町
政

全
般
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

町
長
や
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す

る
諮
問
１
件
と
報
告
２
件
、
補
正
予
算
６

件
を
含
む
議
案
10
件
を
審
議
の
う
え
、
可

決
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
平
成
29
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
他
７
件
の
認
定
が

提
出
さ
れ
た
事
を
受
け
て
、
議
長
と
監
査

委
員
を
除
く
議
員
全
員
で
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
事
を
決
定
し
、
９
月

21
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
の
う
ち
８
日
の

審
査
日
程
と
、
大
久
保
孝
司
委
員
長
と
大

坪
満
寿
子
副
委
員
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

６
億
７
千
８
百
17
万
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
に
は
、「
庁
舎
整
備
事
業
」
を
は
じ

め
、「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
」
や
「
旧
大

泊
小
学
校
跡
地
整
備
事
業
」
な
ど
が
含
ま

れ
、
他
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
特
別
会
計
１
７
８
万
円

も
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

2みんなの議会　第 54号　庁舎整備事業費について・私の判断



庁舎整備事業費を 追加し
に!!

４億6千3百57万円
16億４千8百78万円

９月
会議

一般会計は 6 億 7 千８百 17 万円を追 加し、総額 74 億 1 千 8 百 43 万円に

新庁舎完成イメージパース

庁舎整備事業（庁舎建設）	 46,357万円
　昨年度から実施していた役場本庁舎の設計業務が終了し、今年度から建築に着手し
ます。複数年にわたる工事となるため「継続費」として予算計上致します。

継続費合計	 164,878 万円	 （内訳）委託料	 2,187.9 万円
	 年割額　平成 30 年度　46,357 万円	 　　　	工事請負費	 	162,690.1 万円
	 平成 31 年度　59,962 万円
	 平成 32 年度　58,558 万円
　　【財源】町負担額	 164,878 万円	 （うち地方債　123,500 万円）

3 みんなの議会　第 54号　庁舎整備事業費について



4みんなの議会　第 54号　９月会議の注目すべき事業

９
月
会
議
の

注
目
す
べ
き
事
業
!!

①防犯カメラ設置事業

196 万円
高齢者や子供たちの見守り的な
役割を果たし、行方不明者の捜
索にも役立てます。

②旧大泊小学校跡地整備事業

1,000万円駐車場やトイレ、ベンチ、物販
棟の為の仮設テント等の整備
に向けた実施設計を行います。

③�子育て世代包括支援
センター事業

323 万円
妊娠期から子育て期にわたる切
れ目のない支援提供をめざし平
成 31 年度に子育て世代包括支
援センターを開設します。その
ための開設準備事業。



みんなの議会　第 46号　一般質問

９
月
会
議
の

注
目
す
べ
き
事
業
!!

⑤田尻漁港浚渫

500 万円
田尻漁港地内に砂の堆積が見ら
れ、漁船の入出港に支障をきた
す恐れがある為。

④佐多岬熱帯果樹
施設整備事業

768 万円
ハウス本体工事に係る用地
の排水対策と農業用水確保
対策等を行います。

みんなの議会　第 52号　注目すべき今年度の事業 ! !

⑥�南大隅高校女子寮
　建設事業

現生徒寮の駐車場部分に木造２階
建床面積 146㎡の女子寮を建設し
ます。 3,228万円

5 みんなの議会　第 54号　９月会議の注目すべき事業
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　９月21日、最終本会議終了後、自治会長連絡協議会と
の議会報告会並びに語る会が開催されました。当日は、議
員全員と14名の自治会長の方々に参加いただき、議会か
らの報告の後、意見交換が行われ、様々な意見が出されま
した。

⃝�人口減少や少子高齢化の中、南大隅町はどうなって
行くのか先が見えない。

⃝�みんなの議会の中の「議員のひとり言」は大変面白く、
毎回楽しみにしています。

⃝�小中学校へのエアコンの設置は是非とも進めていた
だきたい。

⃝�観光客が通る道路や観光地では除草剤は使用しない
方が良い。

みんなの 　 を
活かします‼
声

　
「
み
ん
な
の
議
会
」

は
写
真
な
ど
も
多
く

使
わ
れ
見
易
く
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
気
に
な
っ

た
こ
と
を
少
し
話
し

て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
は
じ
め
に
、
議

員
の
方
々
の
質
問
に

対
し
、
町
長
や
執

行
部
か
ら
、「
調
査

し
ま
す
。」
や
「
検

討
し
ま
す
。」
等
と

い
っ
た
答
弁
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
ど
う

な
っ
た
の
か
全
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
調
査

の
結
果
は
こ
う
で
し

た
と
か
、
検
討
し
た

結
果
こ
の
様
な
結
論

に
至
り
ま
し
た
等
と

い
っ
た
そ
の
後
の
追

跡
調
査
報
告
が
あ
れ

ば
良
い
の
に
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、「
議

員
の
ひ
と
り
言
」
は

非
常
に
面
白
い
と
思

う
。
議
員
の
方
々

の
考
え
や
思
い
が

ひ
ょ
っ
こ
り
見
え
て

き
て
非
常
に
興
味
深

い
の
で
、
ぜ
ひ
続
け

て
も
ら
い
た
い
。
出

来
れ
は
１
行
と
言
わ

ず
も
っ
と
多
く
て
も

良
い
の
で
は
と
も
思

い
ま
す
。

広報モニターから

ひとこと
No.1

宮
ヶ
原 

克
己 

さ
ん

みんなの議会　第 54号　みんなの声を活かします
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　一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を質し、所信の表
明を求めるもので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人あたりの持ち時間は、答弁を含め 60分です。掲載されている内容は、質問者自
身が要約し広報委員が校正したものです。

掲載順 質　　問　　事　　項 質問議員

１
・避難所の在り方について
・防犯カメラの設置について
・児童公園の整備について

松　元　勇　治

２ ・防災工事箇所の安全点検について
・行方不明者等の捜索について 木佐貫　徳　和

３ ・防災について
・旧宮田小学校の利活用について 津　崎　淳　子

４ ・農業振興について（佐多岬熱帯果樹施設整備事業） 大久保　孝　司

５ ・街宣車が及ぼす教育への影響について
・２級河川雄川の安全性について 大　坪　満寿子

６ ・大泊地区の整備について
・種子島との航路開設について 日　髙　孝　壽

７ ・職員の働き方について
・現在の財政状況と今後の展望について 水　谷　俊　一

８
・子育て教育支援について
・観光事業の進捗状況について
・医師会立病院の今後について

後　藤　道　子

質 問般一
町政を問う！ ９月会議

みんなの議会　第 54号　一般質問



議員のひとり言 近ごろ想定外が多い中、備えよ常にを忘れず !!

　
　

各
避
難
所
に
お
い
て
受
け
入

れ
体
制
は
万
全
に
行
わ
れ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

本
町
の
防
災
計
画
に
お
け
る

避
難
所
は
、
現
在
22
カ
所
を
指

定
避
難
所
と
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
は
、
役
場
消
防
隊
と
各

分
団
へ
要
請
し
て
開
設
し
、
特
に
高
齢

者
な
ど
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
現
状
は
空
調
が
使
用
で
き
る
所

16
施
設
。
こ
の
他
、
ト
イ
レ
の
洋
式
他
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
良
好
な
環
境
も
考

慮
し
て
い
ま
す
。

　
　

各
避
難
所
に
配
属
さ
れ
る
消

防
団
員
、
役
場
職
員
の
情
報
は

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
内
に
22
カ
所
の
指
定
避
難

所
が
あ
り
、
根
占
地
区
13
カ
所
、

佐
多
地
区
9
カ
所
、
根
占
地
区
は
役
場

消
防
隊
で
、
佐
多
地
区
は
自
主
避
難
所

を
含
め
各
分
団
に
、
業
務
が
あ
る
中
に

お
い
て
も
災
害
等
に
つ
い
て
は
、
迅
速

に
任
務
を
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
　

要
援
護
者
の
利
用
す
る
福
祉

避
難
所
の
施
設
は
、
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
か
ら
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
避
難
所
と

し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族

の
意
向
を
確
認
し
、
台
風
接
近
の
前
日

ま
で
に
集
約
し
、
福
祉
車
両
を
活
用
し

て
早
め
に
避
難
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
　

地
域
の
見
守
り
（
認
知
症
の

方
、
行
方
不
明
者
等
）
を
目
的

と
す
る
監
視
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
必
要
と

す
る
場
所
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　
　

本
町
は
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
、
認
知
症
等
の
方
が
徘
徊

し
、
行
方
不
明
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
議
会
の
9
月
会

議
に
お
い
て
必
要
な
予
算
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
自
治
会
、

設
置
に
理
解
が
得
ら
れ
る
自
治
会
を
優

先
的
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ

い
て
は
、
南
大
隅
町
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
要
綱
を

定
め
て
い
ま
す
。
管
理
者
、
責
任
者
を

設
け
運
用
従
事
者
の
遵
守
事
項
、
第
三

者
に
も
ら
さ
な
い
な
ど
を
謳
っ
て
あ
り

ま
す
。

　
　

児
童
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、

子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
と
し

て
、
利
用
で
き
る
児
童
公
園
を
つ
く
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
環
境
と
し
て
必
要
な

も
の
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
実
施
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

児
童
公
園
が
あ
り
、
遊
具
施

設
が
あ
る
景
観
を
見
る
と
き

「
子
育
て
に
は
優
し
い
町
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
町
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

問危機
管
理
体
制
の
重
要
性
と

住
民
の
安
心
・
安
全
を
見
守
る

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
は

松
元 

勇
治  

議
員

議員議員

議員

議員

議員議員

町長

町長

町長

町長

答

町長

安
心
し
て
避
難
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

や
環
境
づ
く
り
を
構
築
し
ま
す
。

総務
課長

総務
課長
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西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
以

前
の
災
害
で
取
り
除
き
が
し
て

な
か
っ
た
た
め
に
被
害
が
大
き
く
な
っ

た
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
個
所
は
無

い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
所
、
県
か
ら
の
報
告
、

自
治
会
長
や
住
民
か
ら
異
常
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　
　

35
カ
所
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事
個
所
が
あ
る
と
の
事

だ
が
、
長
年
の
経
過
で
草
茫
々
に
な
り
、

中
々
わ
か
ら
な
い
所
も
あ
る
。
安
全
点

検
を
し
て
も
ら
え
る
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
県
に
あ
る
が
、
そ
の
協
会
を
存
じ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

県
の
土
木
部
Ｏ
Ｂ
が
砂
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
を
立
ち
上
げ
、

随
時
、
見
て
回
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
　

自
治
会
長
や
住
民
か
ら
危

険
個
所
の
通
報
が
有
っ
た
時
は
、

す
ぐ
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
連
絡
い
た

だ
き
、
住
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

砂
防
ダ
ム
の
工
事
完
了
箇
所

に
土
砂
等
の
堆
積
が
あ
る
所
が

見
受
け
ら
れ
る
が
、
ど
の
様
な
安
全
対

策
を
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

砂
防
ダ
ム
は
、
流
出
土
砂
を

貯
留
し
、
下
流
へ
の
土
砂
流
出

を
調
整
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
土
砂

が
堆
積
す
る
と
河
床
が
上
昇
し
、
山
腹

が
安
定
し
、
山
腹
崩
壊
を
防
止
で
き
る

た
め
、
満
杯
に
な
っ
て
も
浚
渫
は
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
下
流
に
危
険
が
及
ぶ

様
な
個
所
が
あ
れ
ば
、
県
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

竹
之
浦
は
町
道
と
並
行
し
て

河
川
の
た
め
河
床
が
上
が
っ
て

い
き
、
さ
ら
に
下
流
は
人
家
に
影
響
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
取
り
除
き
は

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

県
に
要
望
し
ま
す
。

　
　

垂
水
川
の
砂
防
ダ
ム
も
満
砂

で
伊
座
敷
漁
港
に
影
響
が
あ
り

ま
す
。
干
潮
時
に
は
養
殖
エ
サ
の
運
搬

に
も
支
障
が
あ
り
ま
す
が
、
把
握
さ
れ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

昔
フ
ェ
リ
ー
が
出
て
い
た
と

こ
ろ
を
見
た
ら
、
砂
浜
に
な
っ

て
い
て
驚
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

是
非
、
県
の
伊
座
敷
漁
港
で

す
の
で
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

３
日
間
の
消
防
、
警
察
、
地

元
の
捜
索
終
了
後
、
発
見
に
至

ら
な
か
っ
た
時
、
町
内
有
志
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
し
て
活
用
は
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
、
捜
索
を
未
然
に
防

ぐ
対
策
に
も
重
き
を
置
き
つ
つ
、

家
族
の
思
い
に
少
し
で
も
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
協
力
体

制
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や
見
守

り
の
充
実
な
ど
行
方
不
明
者
を

出
さ
な
い
施
策
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

みんなの議会　第 51号　一般質問

問急傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
個
所
、

砂
防
ダ
ム
の
安
全
点
検
は

木
佐
貫 

徳
和  

議
員

議員議員

議員

議員

議員議員議員 議員

議員

台風やゲリラ豪雨の対策は、早めの避難で自分の命は自分で守ろう議員のひとり言

問行方不
明
者
の

捜
索
に
つ
い
て

答

町  長

安
全
点
検
は
、
県
に
お
い
て

５
年
に
１
回
実
施
し
て
い
る

建設
課長

町長

町長

町長町長

町長

土砂で満杯の竹之浦砂防ダム
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防
災
無
線
以
外
の
周
知
方
法
に
エ

リ
ア
メ
ー
ル
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

方
法
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
設
定
が
出
来
な
い
人

に
ス
マ
ホ
講
座
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
６
月
の
広
報
誌
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
更
に
詳
し
い
内
容
の
周
知
等

を
は
か
っ
て
い
き
、
ス
マ
ホ
講
座
等
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

　
　
他
の
自
治
体
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
自
分
の
住
む
近
く
の
情
報
を
写
真

に
撮
り
ア
ッ
プ
し
て
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
、
情

報
を
行
政
も
共
有
で
き
確
認
、
対
応
さ
れ
、

ま
た
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
通
行
止

め
情
報
や
迂
回
路
が
表
示
さ
れ
活
用
さ
れ
て

い
て
、
早
目
の
避
難
や
減
災
に
繋
げ
ら
れ
る

と
思
い
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
学
校
保
健
法
に
基
づ
き
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
予
知
情
報
の
収
集
、
確
認
、
伝
達
、
報
告
、

広
報
活
動
、
防
災
組
織
の
編
成
と
分
担
、
防

災
施
設
と
機
材
の
点
検
等
、
教
職
員
に
対
す

る
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
防
災
教
育
の
徹

底
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
必
要
で
、
子

供
の
時
か
ら
防
災
意
識
を
持
た
せ
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
人
材
育
成
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
防
災
意
識
を
持
ち
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
つ
な
が
る
勉
強
会
や
生
涯
学
習
講
座
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
援
体
制
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
受
援

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。
災
害
時
受

援
計
画
は
、
本
町
に
お
い
て
具
体
的
な
計
画

が
な
い
為
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
地
域

防
災
計
画
の
中
で
盛
り
込
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
ど

ん
ど
ん
送
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

行
く
こ
と
に
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
し
、

災
害
時
の
対
応
力
や
受
援
力
や
受
援
計
画
も

ス
キ
ル
が
上

が
る
し
、
ま

た
、
わ
が
町

が
被
災
し
た

時
に
支
援
し

て
い
た
だ
け

ま
す
。

　
　
現
時
点
で
は
、
貸
付
実
績
、
計

画
と
も
無
い
状
況
で
す
。

　
　
今
年
、
旧
菅
原
小
学
校
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
体
験
型
宿
泊
施
設

が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
旧
宮
田
小
と
同

じ
よ
う
な
立
地
で
す
。
大
浜
海
岸
に
は
、
毎

年
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
、
大
浜
集
落
の
方

達
が
中
心
に
な
り
管
理
し
、
放
流
時
に
は

２
０
０
人
～
３
０
０
人
の
方
が
県
内
外
か
ら

来
ら
れ
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
も
観
光
資
源

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
雄
川
の
滝
・
佐
多

岬
で
観
光
客
が
増
え
ま
し
た
が
、
食
べ
る
所

が
な
い
、
宿
泊
所
が
少
な
い
、
お
金
は
隣
町

に
お
ち
る
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
滞
留
、
滞
在

時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
り
経
済
効
果
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
旧
宮
田
小
を
旧
菅

原
小
の
よ
う
に
参
考
に
し
て
、
観
光
客
が
地

元
の
人
と
触
れ
合
う
場
所
に
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
で
あ
り
、
食
事
が
で
き
、

休
息
し
、
体
験
し
、
宿
泊
で
き
る
場
所
に
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

答

問最近
の
災
害
に
町
の
防
災

計
画
で
対
応
で
き
ま
す
か

津
崎 

淳
子  

議
員

議員議員

議員

議員

議員 町長

町長

教育長

答

町  長

避
難
準
備
、
高
齢
者
等
避
難
開
始
を
早
期
に

発
令
す
る
こ
と
で
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
方
が
明
る
い
う
ち
に
、
安
心
し
て
避
難
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

みんなの議会　第 51号　一般質問

防災計画の見直し、受援計画を早急に、、、災害はいつ来るかわからない。議員のひとり言

答

町長

問防災教
育
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問受援力
の
体
制
と
受
援

計
画
に
つ
い
て
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

問旧宮田
小
学
校
の
利
活
用

の
計
画
が
あ
り
ま
す
か

※�

受
援
力
と
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
援
助

を
受
け
入
れ
る
能
力

台風 25号による落石（伊座敷付近にて）

旧宮田小学校

10みんなの議会　第 54号　一般質問



みんなの議会　第 51号　一般質問

　
　

佐
多
岬
熱
帯
果
樹
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　

本
事
業
は
、
佐
多
大
泊
地
区

に
熱
帯
果
樹
類
の
ア
ボ
カ
ド
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
を
農
業
用
ハ
ウ
ス
三
棟
を
整
備
し
、

植
栽
す
る
予
定
で
す
。
現
在
用
地
内
の

雑
木
等
の
抜
根
、
造
成
工
事
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　

就
農
者
育
成
確
保
対
策
と
し

て
三
品
目
は
、
本
事
業
に
値
す

る
作
物
で
あ
り
ま
す
か
。

　
　

高
い
評
価
や
大
変
良
い
成
績

を
上
げ
て
お
り
、
新
規
就
農
者

募
集
と
し
て
は
大
変
良
い
三
品
目
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
で
振
興
す
る
熱
帯
果
樹

三
品
目
を
新
規
就
農
者
育
成
対

策
と
観
光
振
興
目
的
ど
ち
ら
を
重
点
に

置
か
れ
る
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　

本
町
の
温
暖
な
気
候
を
生
か

し
た
品
目
と
し
て
、
収
益
性
の

安
定
を
図
る
上
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
よ
り
生
産
モ
デ
ル
と
し
て
町
内
外

の
就
農
者
へ
の
紹
介
の
場
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
観
光
振
興
の
一
環
と
し
て

生
産
さ
れ
る
果
実
は
、
佐
多
岬
観
光
客

へ
の
提
供
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
栽

培
状
況
の
開
放
等
地
域
活
性
化
の
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

新
規
就
農
者
育
成
事
業
か
ら
、

九
月
補
正
で
は
販
売
、
加
工
品

開
発
の
提
供
、
佐
多
岬
観
光
農
園
を
前

提
と
し
て
い
る
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
一
名
を
三
年
間
研
修
生

と
し
て
受
け
入
れ
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
　

栽
培
管
理
を
行
う
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
参
入
状
況
を
伺
い

ま
す
。

　
　

本
年
二
月
募
集
に
よ
り
一
名

を
選
定
し
て
、
六
月
か
ら
着
任

し
て
認
定
農
業
者
の
下
で
農
業
実
習
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
技
術
を
学
び
な
が
ら
、

六
次
化
に
向
け
て
各
研
修
の
参
加
と
農

業
用
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
管
理
や
加
工
品

へ
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
も
ら
う
考

え
で
す
。

　
　

農
業
ハ
ウ
ス
事
業
と
し
て
は

植
栽
等
遅
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

計
画
は
立
て
て
お
ら
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

ア
ボ
カ
ド
は
二
、三
年
掛
か

る
と
思
い
ま
す
。
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
は
苗
を
育
て
て
お
り
ま
す
の

で
、
ハ
ウ
ス
完
成
次
第
定
植
す
る
考
え

で
す
。

　
　

栽
培
技
術
者
、
研
修
制
度
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
出
来
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

　
　

本
事
業
で
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
栽
培
管
理
を
行
い
ま

す
の
で
、
特
に
栽
培
技
術
者
の
配
置
は

予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
研
修
制
度
に

つ
い
て
は
、
現
在
三
品
目
栽
培
さ
れ
る

認
定
農
業
者
の
下
で
研
修
を
受
け
て
お

り
、
農
業
技
術
員
の
指
導
に
よ
り
自
ら

栽
培
し
て
行
く
計
画
で
す
。

　
　

今
後
新
規
就
農
者
が
事
業
参

入
要
望
さ
れ
た
場
合
、
新
規
就

農
者
研
修
制
度
を
利
用
さ
れ
、
本
事
業

に
活
用
さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　

今
後
、
就
農
、
新
規
就
農
者

を
募
集
す
る
に
あ
た
り
技
術
員

ほ
か
数
名
で
、
当
た
っ
て
い
く
考
え
で

す
。

問農業
振
興
に
つ
い
て
問
う

大
久
保 

孝
司  

議
員

議員議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員 町長

町長

町長町長

経済
課長

経済
課長

経済
課長

経済
課長

議員のひとり言

農業用ハウス予定地
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６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
町

内
随
所
を
廻
っ
た
街
宣
車
に
つ

い
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
ど
の
様

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

不
適
切
な
表
現
が
子
ど
も
た

ち
の
耳
に
触
れ
る
こ
と
は
健
全

育
成
を
指
導
す
る
学
校
と
し
て
は
、
教

育
上
非
常
に
良
く
な
い
行
為
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

こ
と
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も

一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
だ
っ
た
と
思

う
が
何
ら
か
の
対
応
を
取
ら
れ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

学
校
の
管
理
職
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
等
も
あ
り
、
法
に
は
触

れ
な
い
行
為
だ
が
、
注
意
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
で
警
察
の
方
に
電
話
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
音
量
が
下

が
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
街
宣
車
が
今
後

来
る
可
能
性
は
。
ま
た
、
来
た

時
の
対
応
・
対
策
は
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
街
宣
車
は
突
然
街
宣

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
今
後

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

　

し
か
し
、
街
宣
車
に
限
ら
ず
、
個
人

や
町
政
を
誹
謗
中
傷
す
る
類
の
も
の
、

さ
ら
に
法
令
等
に
違
反
す
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
当
然
、
必
要
な
法
的
処
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

子
ど
も
た
ち
は
素
直
な
心
・

真
っ
直
ぐ
な
目
を
持
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
人
間
形
成
に
関
わ

る
心
を
育
み
、
人
格
を
育
て
る
と
い
う

環
境
に
今
回
の
街
宣
は
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
事
で
子
ど
も
た
ち
が

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
町
民
を
動
揺
さ
せ
な
い
た
め 

に
も
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た

ら
一
刻
も
早
く
迅
速
な
対
応
を
取
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　

町
と
し
て
も
河
川
改
修
の
早

期
完
成
を
要
望
す
る
と
と
も
に

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
も
促
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

昭
和
六
十
年
度
、
十
ヵ
年
で

百
億
円
規
模
の
河
川
事
業
だ
っ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
三
十
年
以
上
経 

過
し
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
が
起
こ
る

前
に
一
刻
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
雄
川
河
川
の
近
く
に
南
大
隅

高
校
の
女
子
寮
を
建
設
し
て
大
丈
夫
か

伺
い
ま
す
。

　
　

寮
業
務
委
託
契
約
の
中
に
防

災
訓
練
が
位
置
づ
け
て
あ
り
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、
避
難
訓

練
等
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　

全
国
各
地
で
想
定
外
の
大
雨

や
台
風
な
ど
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
災
害
は
起
き
て
は
い
け
ま
せ

ん
が
発
生
し
て
も
最
小
限
、
想
定
内
で

済
む
よ
う
、
安
全
な
雄
川
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
男
子
寮
の
隣
に
女
子
寮
が
建

設
さ
れ
ま
す
。

　

若
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
ち
ら
も
、

何
事
も
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
教
育
長
は

じ
め
教
育
委
員
会
、
先
生
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議員議員

議員

議員

議員

議員 町長

町長

町長

教育長教育長

議員のひとり言 子どもは宝です。素直な心・真っ直ぐな目を持ち続けてほしい。

問街宣
車
が
及
ぼ
す

教
育
へ
の
影
響
に
つ
い
て

大
坪 

満
寿
子  

議
員

問二級河
川
、
雄
川
の
安
全
性
は
？

女子寮建設予定地と寄り洲
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平
成
26
年
度
に
佐
多
岬
誘
客

に
向
け
た
「
南
大
隅
町
誘
客
観

光
基
盤
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、

具
体
化
さ
せ
た
「
南
大
隅
町
大
泊
地
区

観
光
基
盤
整
備
基
本
計
画
」
を
地
域
懇

談
会
で
の
意
見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
て

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
国
や

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
計
画
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
、平
成
29
年
度
に
「
南

大
隅
町
観
光
基
盤
整
備
基
本
計
画
」
を

策
定
し
て
、
補
助
事
業
申
請
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
大
泊
海
浜
公
園
周
辺
は
、

鹿
児
島
県
の
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

事
業
で
の
整
備
を
希
望
し
申
請
し
ま
し

た
が
、
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
跡

地
に
つ
い
て
は
、
民
間
資
本
に
よ
っ
て

旧
大
泊
小
学
校
を
改
修
し
ホ
テ
ル
経
営

と
そ
の
近
隣
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設
し

た
い
と
い
う
旨
の
事
業
提
案
も
な
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
国
県
、
民
間
と
連
携

し
且
つ
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
賜

り
な
が
ら
、
大
泊
周
辺
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

地
域
住
民
の
利
用
に
な
ん
ら
、

制
約
を
受
け
な
い
も
ん
か
、
地
元

民
の
利
用
、
兼
ね
合
い
は
、
ど
う
で
す
か
。

　
　

今
後
詰
め
て
い
く
状
況
に

な
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
先
方
に
し
ま
し
て
も
、
地
域
と

仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
旨
の

ご
発
言
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

施
設
利
用
等
に
関
し
ま
し
て
は
、
十

分
に
盛
込
め
る
話
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

平
成
25
年
度
に
、
地
下
資

源
の
可
能
性
を
探
る
た
め
「
佐

多
岬
観
光
整
備
地
下
資
源
可
能
性
調

査
」
を
鹿
児
島
県
で
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
解
析
の
結
果
、
水
資

源
の
可
能
性
は
佐
多
岬
公
園
周
辺
は
低

く
、
大
泊
地
区
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
旧

大
泊
小
学
校
跡
地
付
近
に
期
待
で
き
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
加
温
な
し
で
入
浴
に
適
し
た
源

泉
温
度
43
度
を
確
保
す
る
た
め
に
は
１
，

８
０
０
ｍ
掘
削
す
る
必
要
が
あ
る
と
試

算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
掘
削
費
用
だ
け

で
9
千
万
円
か
ら
1
億
8
千
万
円
程
度

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
温
泉
掘
削
の

リ
ス
ク
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
ま
す
と
、

現
時
点
で
は
厳
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ホ
テ
ル
の
生
き
残
る
道
は
温

泉
し
か
な
い
と
考
え
る
が
。

　
　

佐
多
岬
灯
台
官
舎
跡
は
、
貴

重
な
観
光
資
源
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
草
木
に
覆
わ

れ
て
い
た
官
舎
跡
は
姿
を
現
し
、
歩
道

も
整
備
さ
れ
、
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
多
く
の
方
に
見
学
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
跡
地
に
は
、
若
干

の
広
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
明
治
時
代
の

灯
台
と
官
舎
、
灯
台
へ
渡
る
た
め
の
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
写
真
や
説
明
が
記
さ
れ

た
案
内
版
、
休
憩
用
の
椅
子
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
進
め
て
い
く
大
泊

周
辺
整
備
事
業
の
中
で
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　
　

建
物
の
外
部
だ
け
残
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
入
れ
る
位
の
物

で
も
造
っ
て
も
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

こ
の
前
の
大
地
震
で
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
た
と
い
う
よ
う
な
、

建
築
基
準
的
な
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
5
月
に
大
泊
港
か

ら
高
速
船
で
西
之
表
市
を
訪
問

し
、
7
月
に
は
西
之
表
市
を
訪
問
し
た

鹿
児
島
県
、
肝
付
町
、
南
大
隅
町
の
関

係
者
で
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
進

捗
は
無
い
状
況
で
す
。
航
路
開
設
に
は
、

採
算
性
が
重
要
で
す
の
で
、
鹿
児
島
県

及
び
8
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
」
の
協
力
も

お
願
い
し
な
が
ら
、
種
子
島
航
路
開
設

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

大
隅
半
島
全
域
を
大
々
的
に

外
に
向
け
、
誘
致
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議員

議員

議員議員

町長

町長

町長

町長町長

町長
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問大泊
地
区
の
整
備
等
に
つ
い
て

日
高 

孝
壽  

議
員

夢は追いかけていくから夢である。　議員のひとり言

問平成28
年
度
に
提
示
さ
れ

た
、
観
光
基
盤
整
備
基
本

計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

問佐多岬
灯
台
官
舎
跡
地

に
記
念
館
、
も
し
く
は
灯

台
資
料
館
等
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う

問大泊地
区
に
温
泉
掘
削
調

査
の
考
え
は
な
い
か
伺
う

問航路の
試
験
運
行
後

の
進
捗
状
況
を
伺
う
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借
り
入
れ
た
地
方
債
の
償
還

元
金
及
び
利
子
に
あ
た
る
公
債

費
は
、
今
後
増
加
す
る
見
込
み
で
、
平

成
34
年
度
が
ピ
ー
ク
で
元
金
・
利
子
合

計
で
年
間
約
12
億
の
償
還
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

現
在
よ
り
硬
直
化
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
将
来
予
測
に
対
し
、

今
後
の
財
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
の
な
い
よ
う
減
債
基
金
の
積
み
立
て

を
増
や
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方

債
の
多
く
は
、
過
疎
債
・
辺
地
債
・
合

併
特
例
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
で
あ
り
、
普
通
交
付
税
算

入
額
と
減
債
基
金
に
よ
り
、
公
債
費
負

担
に
対
し
て
は
対
応
で
き
る
と
考
え
ま

す
。

　
　

直
近
の
起
債
（
借
金
）
残
高

及
び
基
金
（
貯
金
）
残
高
を
伺

い
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
末
で
、
地
方
債

残
高
は
１
百
１
億
２
千
６
百 

37
万
８
千
円
で
す
。
ま
た
、
特
定
目
的

基
金
残
高
は
99
億
４
千
７
百
97
万
５
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

１
０
０
億
円
を
超
え
る
地
方

債
に
は
、
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。

交
付
税
措
置
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債
で

あ
る
と
町
長
は
言
わ
れ
る
が
、
年
々
、

借
入
額
は
増
加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
方
交
付
税
は
減
少
し
続
け
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
ま
す
ま
す
減
少
し
て

い
く
も
の
と
私
は
、
考
え
ま
す
。
有
利

な
地
方
債
だ
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て

我
々
の
手
元
に
返
っ
て
く
る
と
は
、
素

直
に
考
え
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

有
利
な
借
り
入
れ
と
よ
く
言
わ
れ

る
が
、
借
入
れ
に
有
利
な
も
の
な
ど
あ

る
は
ず
が
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
返

済
に
多
大
な
困
難
が
伴
う
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
が
そ
こ

ま
で
増
や
さ
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
よ
く

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
む
や
み
や
た

ら
と
起
債
を
重
ね
る
べ
き
で
は
な
い
と

私
は
考
え
ま
す
。
思
い
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
合
併
当
初
か
ら
ど
れ
ほ
ど
苦

し
い
思
い
を
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
。

10
年
後
、
漸
く
光
明
が
見
え
て
き
た
と

思
い
き
や
、
ま
た
来
た
道
を
引
き
返
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
有
施
設
整
備

基
金
を
は
じ
め
と
す
る
基
金
を
、
庁
舎

建
設
に
充
て
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　

庁
舎
建
設
費
は
総
額
16
億 

４
千
８
百
78
万
円
で
、
そ
の
財

源
と
し
て
は
、
合
併
特
例
債
を
12
億 

３
千
５
百
万
円
、
町
有
施
設
整
備
基
金

を
、
４
億
１
千
３
百
万
円
、
一
般
財
源

を
78
万
円
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
財
源

構
成
比
率
は
地
方
債
約
74
・
９
％
、
基

金
繰
入
金
約
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
は
、
減
債
基
金

や
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

使
用
し
て
き
た
が
経
常
収
支
比
率
は
悪

化
し
ま
し
た
。
多
く
の
基
金
を
積
み
立

て
て
も
財
政
改
善
に
繋
が
ら
な
い
な
ら

ば
、
借
入
を
や
め
て
基
金
を
使
い
こ
れ

以
上
の
財
政
悪
化
を
止
め
る
べ
き
で
す
。

借
入
を
や
め
、
30
億
円
程
度
の
基
金
を

取
り
崩
し
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら

健
全
な
財
政
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問公債
費
増
加
に
よ
り

財
政
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
が

町
長
の
考
え
は
？

答

町  長

公
債
費
の
増
加
に
備
え
減
債
基
金
の
積
立

を
増
や
し
て
お
り
、
普
通
交
付
税
算
入
額

と
基
金
で
対
応
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

水
谷 

俊
一  

議
員

議員 議員

議員

自主財源の乏しい本町の財政が悪化すると、その状況を改善するのは非常に難しい‼議員のひとり言

町長

町長

町長

本庁舎完成予想図
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
医
大
生
の

中
に
薬
学
を
追
加
さ
れ
、
大
学
・

短
大
、
専
門
学
校
等
の
中
に
大
学
院
も

加
え
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

上
限
を
五
百
万
円
に
設
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
範
囲

内
で
分
割
す
る
方
向
性
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

昨
年
に
比
べ
て
観
光
客
が
増

加
し
て
、
雄
川
の
滝
周
辺
の
住

民
か
ら
の
苦
情
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

近
隣
自
治
会
の
方
々
に
は
農

作
業
や
自
宅
へ
の
車
両
通
行
に

ご
迷
惑
を
か
け
、
苦
情
も
い
た
だ
き
、
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待
機
場
所
の
変
更
と
民
間
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
を
並
行
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
　

雄
川
の
滝
へ
の
道
は
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
と
一
般
車
両
の
離
合
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
繁
忙
期
に

お
い
て
は
す
べ
て
を
な
ん
た
ん
市
場
か

ら
発
着
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
で
対
応

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

１
３
０
台
収
容
の
駐
車
場
が

あ
る
現
在
、
雄
川
の
滝
の
駐
車

場
を
全
く
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
バ
ス
事
業

者
を
入
れ
て
協
議
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
　

今
後
（
三
～
五
年
後
）
の
収

益
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　

今
は
、
公
共
投
資
す
る
時
期

で
あ
る
と
考
え
、
町
か
ら
の
補

助
金
も
増
や
し
、
観
光
協
会
の
予
算
が

高
額
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
収

益
性
も
必
要
で
す
が
、
数
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
町
の
魅
力

を
広
く
発
信
で
き
た
こ
と
も
高
く
評
価

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
観
光
を
絡
め

た
新
た
な
事
業
参
入
者
、
新
規
起
業
者

へ
と
繋
が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

建
設
の
日
程
は
決
ま
っ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

今
の
段
階
で
は
決
ま
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
　

南
隅
地
区
に
と
っ
て
の
中
心

的
な
場
所
は
南
大
隅
町
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
ん

だ
と
し
て
も
移
住
者
の
方
に
対
し
て
も

対
応
で
き
る
方
向
性
で
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

答

町長
「
南
隅
地
域
の
た
め
の
医
療
の
姿
」

検
討
委
員
会
を
設
置

問医師
会
立
病
院
の
現
在
の

検
討
状
況
を
伺
う

問奨学
金
制
度
に
対
し
て
の

問
題
点・改
善
点
は
な
い
か
？

後
藤 

道
子  

議
員

答

教育長

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
現
在
九
件
採
択

各
種
行
事
等
で
制
度
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
考
え

議員

高齢化率の高い町だからこそ万全の医療対策が必要 !!議員のひとり言

議員

議員議員

教育長

答

町  長

メ
デ
ィ
ア
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

注
目
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
今
後
の

事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
状
況
。

問観光
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う

議員

議員

観光
課長

観光
課長

町民
保健
課長

町長
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〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

大
村　

明
雄

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委  

員  

長　

水
谷　

俊
一

　
　

副
委
員
長　

木
佐
貫
徳
和

　
　

委　
　

員　

津
崎　

淳
子

　
　

委　
　

員　

後
藤　

道
子

　
　

委　
　

員　

日
髙　

孝
壽

　
　

委　
　

員　

大
坪
満
寿
子

編
集
後
記
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表紙の風景
神山小学校運動会

　

朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
、
体
調
を
崩
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
今
年
は
、
異
常
な
暑
さ
や
台

風
・
災
害
の
多
さ
に
、
改
め
て
自
然

の
脅
威
を
感
じ
ま
し
た
、
被
災
さ
れ

た
方
々
が
一
刻
も
早
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
１
年
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

視
察
や
研
修
を
行
い
、「
読
み
易

く
、
わ
か
り
易
い
」
誌
面
に
な
る

よ
う
に
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
達
の
議
会
だ
よ
り
を

第
３
者
の
目
で
評
価
を
し
て
い
た
だ

く
為
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
提

出
し
、
８
月
28
日
、
鹿
児
島
市
内
に

て
鹿
児
島
県
市
町
村
広
報
研
修
会
で

診
断
を
受
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
部
分
的
な
事
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
が
、
総
評
は
良
か
っ
た
の
で

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
検
討
・

修
正
す
べ
き
点
は
議
論
を
重
ね
改
善

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
一

層
の
向
上
を
目
指
し
、
10
月
に
、
全

国
町
村
議
会
広
報
研
修
に
３
名
が
行

き
ま
し
た
。
次
号
に
て
、
ま
た
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

津
崎　

淳
子

　
12
月
会
議
は
、
12
月
12
日
（
一
般

質
問
）、
13
日
・
21
日
に
佐
多
支
所
議

会
議
場
で
開
催
予
定
で
す
。

　「
み
ん
な
の
議
会
」
で
は
見
る
事
が

で
き
な
い
議
会
が
、
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
佐
多
支
所
議
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

講師　福永 栄子 氏

新たな刺激を受けた研修会

　

９
月
26
日
、
本
庁
全
員
協
議
会
室

に
お
い
て
、
宮
崎
市
よ
り
旅
の
情
報

誌
「
み
ち
く
さ
」
の
編
集
長
福
永
栄

子
氏
と
副
編
集
長
の
有
田
知
永
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
広
報
誌
の

魅
力
的
な
誌
面
作
り
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

目
的
を
持
ち
、
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ

と
の
必
要
性
。
ま
た
、
町
民
が
町
と

関
わ
る
為
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な

誌
面
作
り
な
ど
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
編
集
長
か

ら
は
写
真
の
撮
り
方
等
技
術
的
な
指

導
も
い
た
だ
き
、
実
り
あ
る
２
時
間

で
し
た
。

地域交流誌「みちくさ」に学ぶ !
広報広聴常任委員会
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